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地点

濁
度

濁度朴木砂防えん堤

樅木砂防えん堤

台風１４号により河床に土砂が堆積している区間

小原川

久連子川

小鶴川

梶原川

五木小川

葉木川

砂防えん堤による堆砂区間

番号 調査地点 濁度 番号 調査地点 濁度

① 球磨川合流点（川辺川・権現橋） １８ ⑬ 朴木砂防えん堤より約２．５ｋｍ上流 １０

② 川辺大橋 ２１ ⑭ 朴木砂防えん堤より約３．５ｋｍ上流 ３

③ 頭地橋 ３３ ⑮ 樅木砂防えん堤直下流 １以下

④ 宮園橋 ５１ ⑯ 樅木砂防えん堤直上流 １以下

⑤ 川辺川（久連子川合流後） ７１ ⑰ 樅木吊り橋（樅木砂防えん堤より約１．３ｋｍ上流） １以下

⑥－１ 川辺川（小原川合流後） ６８

⑥－２ 川辺川（小原川合流前） 113

⑦ 桂橋（朴木砂防えん堤より約１．８ｋｍ下流） ８１

⑧ 朴木砂防えん堤より約１ｋｍ下流 ８０

⑨ 朴木砂防えん堤直下流 ６５

⑩ 朴木砂防えん堤直上流 ６１

⑪ 朴木砂防えん堤より約１．５ｋｍ上流 ３９

⑫ 吐合橋（朴木砂防えん堤より約１．９５ｋｍ上流） ２９

◎川辺川では、平成１８年１月１４日以降、川の濁りが続いていま
す。その調査結果と考えられる原因についてお知らせします。

川辺川の濁りについてお知らせします。

濁度調査結果（調査実施日：平成１８年１月１９日・２０日）

・崩壊した山腹の中腹からも濁水が発生し河川に流入。

◎今回の濁りの発生に関する調査結果について

・１月１３日～１４日の降雨や雪解け水の影響で川辺川の水量が増加し河川の水位が上昇。

・河床の土砂堆積がない区間では、支川等かの流入により濁りは徐々に薄まっている。

・砂防えん堤に関係なく土砂が堆積した区間で濁水が発生。

山腹崩壊で河床に堆積した土砂等が、水量が増えたことで流されていることが濁りの要因

下流

濁度変化縦断図



降雨及び気温上昇による雪解け水により水位が上昇

◎気象条件等について

・雨量 １月１３日～１４日 ２３mm （開持観測所） ※発生源近傍

・気温 １月１２日 最高気温 １６．５° 最低気温 －３．９°

１月１３日 最高気温 １６．８° 最低気温 ５．６°

※気温は人吉測候所データ

・水位 １月１２日１時 １．６８ｍ １３日１時 ２．０７ｍ 柳瀬観測所

◎拡大図
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実施日：平成１８年１月１９日・２０日

調 査 実 施 内 容

前日比 最高気温 ＋０．３° 最低気温 ＋９．５°

前日比 ＋０．３９ｍ
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１０月１日測量
台風１４号で堆積
約１．３ｍ

平成１６年
台風１６号で堆積

右
岸

左
岸

台風直後の堆積面

出水後の流れで掃流（流下）
されている

▼

⑮樅木砂防えん堤直下流

川辺川

濁度 １度

⑬朴木砂防えん堤より約２．６ｋｍ上流

川辺川

濁度 １０度（測定箇所は１００ｍ下流）

⑬朴木砂防えん堤より約２．６ｋｍ上流の河床への堆積状況

１月１９日撮影

１月１９日撮影樅木砂防えん堤



河
川
横
断
図

（河
床
へ
の
堆
積
状
況
）

約
１
５
０
０
ｍ
上
流

平成１７年台風１４号で堆積
約３．７ｍ

右
岸 左

岸

１０月３日測量
平成１６年

台風１６号で堆積

▼

葉木川合流点（朴木砂防えん堤より約１．７５ｋｍ上流）

川辺川

葉木川

⑪朴木砂防えん堤より約１．５ｋｍ上流

川辺川

濁度 葉木川合流点 ３２度 葉木川 ５度 濁度 ３２度

⑪朴木砂防えん堤より約１．５ｋｍ上流の河床への堆積状況

１月２０日撮影

１月１９日撮影



Ｈ１７．１０．６撮影

⑨朴木砂防えん堤直下流

川辺川

朴木砂防えん堤

濁度 ６５度

⑦桂橋付近の川の流れの変化

Ｈ１８．１．１９撮影

流れの変化

川辺川 川辺川

濁度 ８１度濁度 ９４度

⑧朴木砂防えん堤より約１ｋｍ下流

川辺川

濁度 ８０度

１月１９日撮影１月１９日撮影



⑥小原川合流点

川辺川

小原川

濁度 小原川合流前１１３度 小原川 １以下 合流後 ６８度

川辺川
球磨川

①球磨川合流点

濁度 川辺川（権現橋）１８度 球磨川（木綿葉橋）５度 合流後（水の手橋） １１度

１月２０日撮影②相良大橋

川辺川

濁度 ２１度

１月２０日撮影

③頭地橋

川辺川

上流で発電のため取水した川辺川の水の放流口

支川からの流入水

濁度 ３２度

１月２０日撮影１月２０日撮影



少量の降雨でも山腹崩壊による濁りの発生事例について

◎今回調査時（２０日）において、久連子川合流点で極度の濁りが発生していたため原因を調査すると、久連子川中流部の山腹が崩壊し
ていることが判明（数年前に崩落した箇所の増大）しました。
昨年の台風１４号以降、濁りが長期化したり、急に濁りが発生する原因は、このような山腹の崩壊による事が大きな原因と考えられます。

久連子川

川辺川

崩落土砂

久連子川

山腹から土砂が発生

山腹崩壊箇所及び採水位置

久連子川の濁りの原因

（山腹崩壊箇所）

久連子川

川辺川

山腹の崩落斜面から
濁水が発生

久連子川・川辺川合流点の状況山腹崩壊状況

濁水原因：崩壊斜面からの濁水の流入及び崩壊した土砂が川へ流れ込んだ事による濁水

崩壊箇所
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① 崩壊地上流

崩壊地直下流

久連子川下流端

川辺川（久連子川合流前）

川辺川（久連子川合流後）

◎調査地点（イメージ図） ① 崩壊地上流

久連子川

濁度 ３度
澄んだ清水が流れている

② 崩壊地直下流

久連子川

崩落土砂

濁度 ４５６度
崩落土・斜面からの濁水により一気に
濁水へと変化

③ 久連子川下流端

久連子川

濁度 １１６度
濁度が徐々に落ち着いてきている

④ 川辺川（久連子川合流前）

川辺川

濁度 ６７度
上流での濁りが徐々に薄まっている

濁度 ７１度
久連子川の合流により濁りが助長

川辺川

⑤ 川辺川（久連子川合流後）

少量の降雨でも山腹崩壊による濁りの発生事例について
～濁りの変化状況～


